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本紙は女性巴よる平和と平等を推進します
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男
女
の
賃
金
格
差

昭
和
田
年
の
月
間
現
金

給
与
総
額
を
平
均
す
る
と
女
子
三
六
六
、

一二

九
七
円
)
は
男
子
(
ニ
O
九
、
一
二
八
円
)
を

一
O
Oと
し
て
五
三

・
八
名
に
あ
た
る
。

近
年
の
い
州
人
の
職
場
進
出
に
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
昭
和
行
十

h
年
で
ゆ
、
全
開
刷
用
者
総
数
の
で
内
・
一
物
(
一一二
五
四
万
人
)
を
女
子

が
占
め
て
お
り
、
日
本
の
経
済
社
会
に
宋
た
す
役
割
は
大
き
い
。

だ
が
、
婦
人
労
働
者
の
就
業
条
件
は
、
男
子
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
起

れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

労
働
省
で
は
-
-
十

一
日

(水
)
か
ら
一二
十
一
日
(
ト
し
)ま
で
の
十
日
間
、

「
財
人
労
働
旬
間
」
を
尖
飽
し
、
職
場
で
の
別
女
平
咋
け
を
す
す
め
る
た
め

に
特
別
活
動
を
進
め
る
巧
‘
え
だ
。

今
年
は
「
国
連
財
人
の
十
年
」
後
半
則
の
初
年
度
で
も
あ
る
の
で
、
国

川

内
話
計
画
後
程
点
U
阿
窪
成
の
た
め
に
、
そ
の
警
に
沿
っ
た
活
動

酬

も
し
て
い
く
0

・

川
ま
た
、
今
年
度
は
昭
和
五
十
二
年
に
労
働
行
か
策
定
し
た
「
花
笠
牽

州

側
、
結
婚
返
職
制
等
改
醤
年
次
計
画
」
の
段
終
年
度
に
v
l
た
る
。

川

そ
こ
で
、
今
年
の
日
阿
国
は
「
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
そ
す
す
め
る
|

川
|
兇
広
別
定
年
制
の
解
消
を
め
ざ
し
て

l
l」
o
m似
で
の
引

μの
機
会

川
と
作
誌
の
平
匂
に
つ
い
て
、
社
会

一
般
の
w濯
を
深
め
、
労
使
の
間
最
と

州

協
力
を
促
そ
う
と
い
う
も
の
だ
。

55 

る。
し
か
し
、
「
女
子
の
繍
助
的
業
務
の

性
絡
か
ら
無
狸
」
を
理
由
に
、
女
子
の

u
H
進
僚
会
が
な
い
と
答
え
た
企
業
を
産

業
別
に
見
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
業

(七
四

・
0
物
)
を
は
じ
め
と
し
て
他
の
産
業

で
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

女
子
の
舛
進
可
能
な
役
職
で
も
「
係

長
拘
ー
ま
で
」
が
三
完
・
六
像
、
「
部

長
銅
山
寸よ
り
よ
亙
の
役
職
も
可
能
」
は

一四

・
三
物
。

教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
、
「
男
女
全

く
同
じ
に
受
け
さ
せ
て
い
る
」
企
業
は

四
0
・
0
物、

「男
子
と
教
育
訓
練
の

内
自
白
が
異
な
る
」
が
=
九
・
一-一%、「女

f
に
は
受
り
さ
せ
な
い
」
が
ニ
0
・
七

物
も
あ
る
。
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100勉昇
進
・
配
転
も
不
公
平

各
時
代
の
字
を
網
羅
…

中
村
画
伯
が
収
集
し
創
立
い

や
荷
名
な
金
行
文
な
ど
、
お
よ
そ

一
方
泊
以
矧
も
多
い
。
mm
や
叫
は
む
ろ
ん

二
千
点
の
ぬ
母
な
資
料
が
保
仔
さ
れ
て
の
こ
と
。
行
や
金
凶
に
文
字
を
彫
み
つ

い
る
。

り
る
た
め
に
使
用
し
た
ナ
イ
フ
な
ど
も

岐
・
周

-m時
代
の
行
制
訟
は
m
Hか
あ
り
、
少
々
サ
ビ
て
い
る
が
決
時
代
の

れ
た
文
字
が
消
え
か
が
っ
て
い
る
o
U
4

沿
け
(
式
が
揃
っ
て
い
た
。

時
は
ま
だ
焼
付
け
技
術
が
な
か
っ
た
た
こ
れ
ら
の
資
料
は
巾
村
館
尽
の
父

・

め
だ
が
、
高
さ
十
五
H
ン
ぐ
ら
い
の
臼
い
中
村
不
折
開
伯
が
明
治
か
ら
附
和
に
か

ツ
ボ
「
鋭
盛
」
ー
ー
に
は
、ど
う
に
か
「
前
け
て
の
四
十
年
間
に
狙
力
で
処
め
た
も

淡
緩
和
三
年
」
(
紀
元
前
七
年
)
と
い
の
だ
。

う
茶
色
の
文
字
が
抗
め
る

o
E可
が
記
不
折
闘
伯
は
昌
需
院
会
民
、
ま
た
太

平
洋
画
会
の
創
設
者
と
し
て
同
組
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
人
。

「
父
は
フ
ラ

ン
ス
に
間
学
す
る
と
き
、
中
国
の
名
明
い

を
写
し
と
っ
た
搾
化
法
制
附
を
持
っ
て
ゆ

さ
、
こ
の
法
帖
に
よ
っ
て
文
?
の
災
し

豪
古
の
パ
ス
パ
文
牢
か
刻
ま
れ
た

匡
町
λ
岡
崎
門
リ

盟事
ゐ
虫

F
E

昭35 40 45 

労働省一ー毎月勤労統計調査
(注〕柑35、40年はサービス業を含まない。

労
働
旬
閣
の
目
標

50 

(
男
千
日
間

令十候製紙

さ
に
魅
せ
ら
れ
、
帰
国
後
す
ぐ
資
料
を
れ
る
朝
刊
体
な
ん
で
す
よ
」
と
い
う
。
そ

集
め
た
よ
う
で
す
」
と
小
村
館
経
は
説
し
て
第
三
展
示
室
に
あ
る
随
時
代
の
朽

明
す
る
。
同
館
も
個
人
の
力
で
設
す
.
し
抑
「
舎
利
凶
銘
め

一
文
を
さ
し
て
「
と

た
。
大
変
な
化
事
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
文
の
内
体
は
一
般
的
に
階
笛
と
呼
ば
れ
て

字
に
魅
せ
ら
れ
た
の
だ
る
つ
。

い
ま
す
が
、

ζ
と
に
H

局
鰻
望
組
献
上
H

「父
は
文
字
の
美
し
さ
の
真
髄
は
、
と
彫
ま
れ
て
ま
す
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

草
刑
判
や
行
書
の
よ
う
に
崩
し
た
お
体
で
超
越
が
総
書
で
遭
い
で
、
こ
の
行
碑
を

は
な
く
線
笛
に
あ
る
と
子
リ
っ
て
ま
し
た
献
上
し
た
と
い
う
怠
味
で
す
。
文
・
子
の

ね
。
そ
れ
も
中
市
川
の
A

ハ
朝
時
代
に
興
味

川
体
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
は
川
界

を
持
っ
た
よ
う
で
す
よ
」
と
お
る
。

で
も
他
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
の
行
脚

と
こ
ろ
が
飢
内
に
は
、
い
ま
い
う
慨
に
よ
っ
て
術
部
が
線
苫
の
こ
と
に
な
る

H
H
が
多
い
の
で
あ
る
こ
れ
に
つ
い
て
以
で
す
」
と
鋭
附
す
る
。

館
長
は
「
本
市
4
は
階
内
が
線
nu
と
呼
ぱ
政
由
と
呼
ば
れ
る
符
体
は
w
八
分
明
H
H

と
い
う
の
が
奈
!
な
の
だ
と
い
う
o
私

の
常
減
は
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
場
所
柄
、
収
蔵
物
、

不
折
阿
伯
の
創
占日
と
、
窓
外
性
に
満
ち

た
お
泊
博
物
館
で
あ
っ
た
。

〈

V

O

マ
苫
道
陣
物
館
、
東
京
都
付
東
区
彼
岸

A
|十
|
円

S
八
七
一一
1
ニ
六
四
五

マ
交
通
川
市
鴬
谷
駅
北
川
下
市
徒
歩

μ分

マ
休
館
は
毎
週
刊
円
附
口
、
年
末

年
約
二
週
間
、
制
州
時
、
開
館
時
間
は

午
前
十
時
か
ら
四
時

V
入
場
料
は
五

百
円
。

先進のクオーツサーボてや

畠活局.ノ
)í!:.~めお新王場。

TOSHIBA 

すべ、百二鮮やカ

調
認199，0σm

fデンテナ・ヱ司Utテレビ古島S!l)
テレピ合同L・~8D ; 11

合計儀

寝室産

~ .-ソ;;t.}レ、

つけbdljUソo

2IJJな木目踊ポ手ィに包まれた新しい音声多量テレビ「ときめき」。

先進の着脱リモコン「クオーツサーボ」を搭載して新登場です。

美しさと新技術の絶妙のコンピオ、ーション。 使いやすさでも、

一歩先んじたrl:きめき」。いま、エレクトロニクスの東芝から…。

〔クオーツサーボで一発選局)1-12のチャンオJレが一発選局て

きます。そのうえ、UHF局も、このリモコンに記様。させておけ

ば、一発送局できる便利きです。しかも周波数シンセサイザー方

式の係用で、同調ズレはありません。電源のON-OFFや音量

の調節はもちろん、 音声多重放送の切換えもボタンひとつで簡単

操作。さらに、次の局に一気に変わるアッフ・ダウン選局ボタン

や電話が傍ってきた時にテレヒ句育制闘すボタンもついています。

-園田園両面~ .z1:lラーテレヒ由ご風入にほお手酌車王クレ:./'，1トンステム金二1:鋼下さい.ニ由闘 が困じるしです・車日ラーテレビに叫担・かついています.
crr;コEコτコゐ買い草のの雌亮庖で所定事唖争記入した埠脹・¥-必ずお畳11¥11リ〈だきL‘.着陸膏戸..1生母に1 、て1:未費施箪巨がめりますt札(Il.!tllにご絹館下れ、
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- ←翁軒 、'3:_ -:::可

-司、

;;費iiiii
字ふ露完芸書担E
慰?量tZ 才~~主
奈R主弓産主要詰
世間ど 曹、京公

立記晃男ZE返
ニニニ:::::::!. t，こさめ 畳リべサ

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
頃
で
し

た
町
で
、

盟
に
、
ウ
イ

・
ラ
ヴ

・
w

-
L
-
s
と
置
い
た
ハ
l
ト
型
町
飾

り
を
は
り
、
F
併
速
か
A
爵
っ
た
サ

ン
キ
斗
l・

カ
ー
ド
を
開
り
ま
し

た。
以
来
、
私
は
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン

テ
ー
に
は
、
ミ
ス
イ
ザ
!
ド
に

カ
ー
ド
を
遣
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
l
に
目
、
昨
き
な
人
献
に

で
も
カ
ー
ド
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
閉

旦
幸
'
4
h
い
〈
副
理
ば
か
り
で
な
く
、

チ
併
と
両
朝、

先

実

友

直

あ

た
り
一
一
闘
に
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
矢

が
用
び
史
う
轟
し
い
日
で
す
。

わ
が
町
ハ
l
ツ
デ
i
ル
は
、
そ
の

頃
は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
晒

も
日
本
人
間
住
e
H
V
多
い
地
区
の
一

つ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
町
の
グ
リ

ー
ン
パ
i
F
凶
薗
酷
に
も
、
口
広
の

予
棋
の
本一が
闘
が
れ
喜
レ
九
輪
本

か
ら
高
学
笠
向
け
ま
で
八
十
冊
の
k
ゆ

が
、
ワ
ゴ
ン
に
民
せ
ち
れ
、
児
証
室

町
人
目
に
つ
く
咽
所
に
置
か
れ
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
聞
置
か
見
ょ
う

且
ま
ね
で
暗
い
た
、
デ
ザ
イ
ン
周
の

字
国
の
「
日
本
白
下
供
の
本
」
の
ポ

ス
タ
ー
が
ワ
ゴ
ン
を
師
り
占
し
た
。

払
が
こ
め
問
書
簡
に
、
ま
だ
肋
な
か

った
7
4
供
連
の
雫
を
引
い
ず
色
め
て

白歯帽勝子さん

肋
れ
て
か
色
四
半
の
年
け
が
睦
っ
て

い
ま
し
た
。
離
が
、
己
申
し
に
日
本
の

チ
出
の
本
が
聞
か
れ
る
辛
つ
に
む
各

事
ど
と
刷
つ
に
で
し
ょ
う
一
か
。
今
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
本
棚
へ
好
き
な
本

を
田
し
に
行
く
手
供
連
か
ら
日
伊
藤

し
て
、
私
は
一
人
暗
酬
に
ふ
吋
的
孟

し
た
。云
、
心
の
巾
可
置
に
な
る
己

と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
亡
、
一
庁

の
己
の
町
の
U
本
人
制
作
事
口
の
お
咽

ぶ
り
は
、
地
域
の
現
地
腔
で
も
間
岨

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
己
の
，
日

本
の
平
供
の
本
e
e
、
ア
メ
リ
カ
の

住
民
は
Y
X
受
り
と
め
る
だ
式
X
J
か

ワ巴。
ふ
と
一
司
が
つ
く
介
旬
、
す
っ
か
り
剖

馴
時
み
に
は
っ
て
い
た
児
粛
同
曹
の

ミ
セ
ス
ワ
ト
ソ
ン
が
、
ニ
コ
ニ
コ

と
H
の
聞
に
司
っ
て
い
ま
し

r
iも

う
こ
ん
な
に
白
し
山
さ
れ
て
い
占
す

よ
」
と
、
日
し
出
し
カ
!
ド
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
闘
い
た
ζ
と

に
、
借
り
た
人
の
三
剛
が
ア
メ
リ
カ

名
で
し
た
。

手
あ
桂
、
そ
の
回
開
聞
は
、
国
年
、

司
ト
ル
の
予
問
を
、
円
本
画
の
本
{
大

人
の
本
も
古
め
て
)
の
附
入
に
晶
て

る
よ
う
に
な
り
、
思
本
は
、
そ
の
地

区
の
白
本
の
人
に
酎
か
e
R
へ
と
引

さ
粧
が
れ
て
い
ま
す
。

の海地久誼さ九

東京支庖..(回)21'-S411 大飯支庖包(筒)341-3991 名古a支庖倉{05Z)S日 096'
禍同支腐曾(091)四 1-11>' 札縄支腐雪印川)22卜5513

吹きなゆとり、安心と信頼の旅づく弘
が私たちのモットーです;

(2) 

，，{fもカ仁主t軽にii-I tるi毎タト自民iiをfltltしてきたジャ
ノレバ、ノク。海外で様々なお世M~をする ジャルバック ・

デスクもlU界に19ヵ所もできました。コースの企画

も、単に外国を兄て阿る件nーから、ゆとりを重視し
たコースづ〈 りへ。きあ、 この機会にぜひ安心と信

頼のジャ)v-'{ックにご参加 (!~.~い。

小西さやか

あ
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O
予
育
ち
日
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「ヱイボン女性大賞

エイポン功措置

駐31AL

タ
ー
揮
で
日
本
の
手
供
が
多
く
住
ん

で
い
る
=
一地
区
、
イ
ー
ス
ト
チ
7
ス

タ
1
、
ヨ
ン
カ
1
ズ
、
グ
リ
ー
ン
パ

ー
グ
の
間
関
阻
と
、
日
本
語
教
室
W

分
校
囲
暗
室
で
貸
し
出
さ
れ
る
喜
つ

に
な
的
手
?
U
た
。
己
れ
ら
の
本
は
、

半
年
に
一
度
ず
つ
阿
舶
の
岨
で
同
記

さ
れ
、
部
内
の
他
の
=
一十
余
白
市
町

"
の
図
曹
聞
に
は
、
醍
醐
リ
ス
ト
を

聞
き
、
注
文
に
応
じ
て
巴
と
り
寄
什
器

ウ
エ
ス
ト
チ
ヱ
ス
タ
I
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

・
シ
ス
テ
ム
〔
W
L
S
)
が

蛸
入
、
払
↑
註
J
が
カ
タ
ロ
グ
作
り
を

必
什
し
た
日
本
白
下
ど
も
の
本
は
、

手
め
桂
、
畠
本
に
ま
わ
さ
れ
、
m
百
年

↓九
七
四
年
四
一
一
月
に
闘
し
出
し
が

附
ま
同
母
子
レ
た
。

ミ
ス
イ
ザ
!
ド
の
巧
車
に
よ

り
、
一
三
円
H
ト
冊
の
本
を
四
つ
の
グ

ル
ブ
に
片
目
、
ウ
エ
ス
ト
チ
z
ス

な
ど
、
き
め
の
細
か
い
配
圃
が
さ
れ

F
Uた。w分
世
図
膏
血
は
、
図
画
購
入
の

辺
も
開
貯
、
日
航
寄
付
の
本
も
着
い

て
本
が
明
正
一
つ
つ
あ
P
ま
し
た
。
が
、

生
桂
昌
喧
九
迫
わ
れ
て
、
ま
だ
ま
だ

本
が
た
り
す
、
と
れ
は
実
に
あ
り
が

た
い
揖
闘
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
白
公
共
国
罰
闘
の
、
国

聞
や
人
種
の
差
別
な
く
、
世
世
民
脹

〈火曜日 〉

e 

差別せぬアメリカ
図書舘のサービスに感謝

日本の本備えたとこうも

も光

エイポン宜性文化センターによる、 揖3回 rエイポン女性
年度薗」受賞者五名町決定し、 10月 13日に開閉ヒルトンホ

テルにおいて控貰式が行われた。

主国茜地から推せんされた慣用音、的400名の中力、己、

日本女性の地位向上のため園者な功帽のあった女性に贈ろれ

る「エイポン女性大関」には、科学習の盟冊掛子さん f本紙

同革520時紹介〉が盟ばれ、 「功柚貰」はノンフィクション

作車の滑拙久枝さ人刈 「教育貰」に[盟陪教育の寓臨者、大村

はまさ/凶 「韮師筒」に也艶家の林雅チさIvorスポーツ置J
は阻上闘世界の若手ホープ増間明美さんがそれぞれ躍ばれ
，. 
ι 。
今年は、女性では曙の当りにくい科学、出費をのジャンルヵ、

ら空賞者カマ出たということに注同したU、。

大賞の聖薗告には副賞として ，ou方円、ぞ白岨の畳司書
にはそれぞれ5u方円が咽られる。

回和56年 10月 208

400名から 5人の功労者
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、
，
，
U
M
-
-績業な昧

じ
河
川
同
F
l

固

荷
台
捕
に
川
席
す
る
。

町
唱
咽
唱

地
球
出
子
削
究
部
長
の
岨
聴
を
つ
と

li
「

圃，

的
、
五
十
年
に
定
年
以
円
。
悶
斗
十
一

仔
に
は
前
回
同
出
削
人
去
に
出
万
、
ぷ
れ
で
一
出
め
て
の
日
本
甲
府
議

出
し
、
世
主
軸
酬
の
人
体
に
反
ぽ
す
肥
開
一
合
口
に
壇
ば
れ
る
。
一
出
品
嵐
広
単
H
吋
L

を
問
自
。
三
十
七
牢
、
力
リ
7
才
ル
一
二
空
け
た
門
中
古
川
代
な
ど
を
培
金
に
、
「
出

ア
大
学
で
耐
水
中
白
人
工
胆
射
惜
削
定
一
冊
目
」
を
問
問
ほ
し
、
世
世
の
女
性
科
学

に
聞
す
る
開
品
位
び
世
田
耐
の
問
時
。
ニ
4
的
問
成
に
h
H
を
入
れ
て
い
る
。

十
九
勾
に
は
間
一
回
国
開
制
人
科
学
問
-
m
幽
に
は
「
女
性
と
し
て
科
学
名
と

一
一
図
画
聞
や
、
朝
副
理
の
仕
事
の
聞
に

お
併
話
に
な
っ
た
司
曹
の
方
々
を
招

い
て
、
私
の
試
で
、
W
分
世
間
開
空

間
保
の
柏
崎
芦
応
出
が
、
手
作
り
の

ラ
ン
チ
が
局
ち
寄
り
、
国
開
の
パ
ー

テ
ィ
を
向
き
F
u
t
o
ち
ょ
う
ど
、

5
日
ta
に
引
さ
削
げ
た
。
M
M
相
回
大
学

日
今
え
学
科
を
卒
業
。
ゴ
十
八
年
に
「
M

人
公
輔
」
嗣
艇
R
E
で
町
的
、
五
時
川

純
平
氏
の
盛
岡
小
説
「
噛
争
と
人
回
」

の
砦
末
圃
相
岡
山
つ
を
十
斗
ほ
ど
っ
と

め
、
こ
の
輯
舶
が
現
距
の
仕
事
に
、
大

い
に
置
ケ
っ
て
い
る
。

「
私
的
つ
と
め
は
時
代
の
中
の
入
閣

憎
を
的
可
L
剖
ん
で
い
く
，
語
り
部
H

と
し
で
を
る
こ
と
」
と
い
う
F

大
刊
は
ま
さ
ん

(教
育
薗
)
は
、
明

市
三
十
九
ザ
に
醐
棋
に
生
よ
れ
る
。
田

2
7夫
学
時
代
に
国
語
宵
へ
の
泊

に
め
ざ
め
、
削
担
一
一
年
、
大
崎
イ
卒
業
と

同
時
に
、
盟
野
川
問
調
訪
高
君
主
子
学
校

で
教
耐
を

μ
Z。
以
来
、
盟
副

・
大
田

区
ザ
行
川
門
中
主
む
噛
す
宝
寺
白

百
十
二
年
間
、
子
同
む
て
ヒ
ラ
的
国
語

教
口
と
し
で
割
刷
で
過
し
に

品
工
え
た
い
、
も
づ
と
自
く
!
大
村
さ

ん
が
五
十
一
年
剛
、
軒
理
一
明
官
」
と
泊

り
開
け
、
ヒ
ラ
敢
闘
と
し
て
、
ひ
た
す

円
主
目
的
九
問
桁
、
削
過
し
た
卓
也
指

輔
法
は
鞍
T

え
さ
れ
な
い
そ
り
組
制
的

中
骨
折
輔
に
到
し
て
一
一
一
1
八
年
に
『
ベ

ス
タ
ロ
ッ
テ
貰
」
を
、

π十
三
年
に
『
円

会
両
迎
合
A
聞
き
が
輔
ら
れ
た
。

被
円
曜
に
「
町
人
差
に
応
ず
る
同
担
問

調
」
「
問
書
宰
州
民
間
帯
の
東
開
」
「
大

村
は
ま
の
国
罰
融
哩
」
な
と
%
&
。

肺
雄
子
さ
ん

(
文
樹
園
)
の
受
賞
用

山
は
「
女
竹
の
迦
山
山
町
田
障
な
刊
誌
舛

に
お
い
て
常
に
融
自
の
新
し
い
F
J
え

方
を
明
快
に
克
明
さ
せ
、
突
と
間
出
刊

が
闘
相
し
た
国
境
づ
く
り
に
品
献
し

た
」
と
い
う
己
と
だ
の

日
本
女
子
大
惜
家
政
学
部
倖
訳
芸
師

H
を
め
型
能
、
田
市
工
業
大
学
問
家
研

究
室
町
研
究
主
と
し
て
、
陀
宅
融
計
を

は
じ
め
る
冶
昭
相
=
ー
γ
で
年
に
は
、
一
一
，

人
白
反
性
也
捕
家
に
よ
る
世
情
担
割
応

訴
を
辰
吉
以
桂
、
培
え
は
「
与

え
ろ
h
た
酌
壇
と
開
圃
胃
袋
件
の
簡
閲
内

で
、
ス
ペ
ー
ス
金
フ
ル
に
凶
用
し
、
日

み
よ
く
陪
づ
〈
る
」
と
い
う
担
断
行
と

し
で
の
基
本
理
念
に
則
っ
た
↑

δ
以
L

も
の
、
慣
れ
た
住
空
作
口
聞
を
Z
か
け
て

いる。五
十
L
F
U
ば
u

・
わ
が
岡
田
也
睡
文

化
を
高
め
、
公
共
の
福
祉
に
商
与
し
た

人
に
間
色
れ
る
「
日
ぶ
辿
証
明
マ
ム
ハ
由
」

を
火
作
で
初
め
て
受
抗
。
連
れ
合
い
は

也
監
家
と
し
で
汚
名
な
岬
川
正

堀
田
明
費
さ
ん

(
ス
ポ
ー
ツ
さ
は
、

担
臣
、
千
R
M
私
立
成
田
高
崎
一
一
勾
4
3

今
年
の
主
月
の
ス
ポ
ニ
チ
国
障
の

三
、
μ
μ
U
U
で
九
分
一
四
件
八
の
日

本
新
E
H
房
、
兵
陣
リ
レ
l
カ
ー
ニ
バ

ル
で
主
、

G
C
C討
を
一
五
分
五
一
一
仲

ニ
白
日
本
新
、
ア
ジ
ア
陪
ト
醐
匝
国
手

極
大
企
の

δ
、
円
円
H
U
M
で
は
三
一
一

し
て
」
「
担
射
化
学
ハ
ン
ド
プ
y
ク」

適
地
久
世
さ
ん

(
功
嗣
貰
)
は
、
円

支
ぎ
が
あ
る
。
制
作
、
山
路
大
学
芋
携
を
号
』
て
か
ら
ふ
桝
的
に
作
家
活

用
事
、
地
開
化
学
研
究
盟
百
円
相
即
事
。

一動
に
入
り
、
姐
女
作
「
占
告
の
了

「
女
性
科
学
者
の
先
駆
と
し
て
、
地

一一
六
事
例
」
以
来
、
小
田
を
週
じ
て
各

球
与
の
分
野
で
刊
…
押
附
に
肝
一
哩
」
れ

一時
代
の
人
間
憎
を
的
確
に
空
C

彫
り
に

る
す
ぐ
れ
た
功
閉
伊
昆
げ
、
ぷ
件
の
地

一し
担
が
色
、
現
代
礼
金
に
向
っ
て
副
主

的問向

ιと
抑
押
平
和
の
た
め
に
、
同
開
戸
ほ
何
か
を
事
え
問
け
て
き
た
。

間
在
扇
動
在
民
年
F
J
ぞ
き
た
こ
と
」
一
滑
地
さ
ん
は
、
四
掛
町
と
さ
家
E
と

が
畳
間
町
田
町
山
。

一欄
州
に
躍
り
、
時
間
置
、
苦
離
し
な
が

分
二
砂
二
の
日
本
斬
で
瞳
脚
。
泊
酷
一
に
は
、
相
品
コ
ー
ナ
ー
、
世
間

・
岡田EF

レ
ー
ス
で
は
、
タ
イ
ム
ス
マ
ラ
ソ
、
メ
一
コ
ー
ナ
ー
、
国
賄
事
あ
ほ
か
、
問
園
者

C
J
)
で
、
一
間
間
一
一
分
一
二
九
砂
ヒ

一グ
ル
ブ
が
白
山
に
担
え
る
グ
ル
ブ

の
日
本
画
高
記
叫
介
」
、
巾

-
R
距
離
レ

一活
動
軍
寸
商
品
子
ス
ト
宅
や
回
刷
唱
が

i
ス
で
つ
￥
」
つ
宝
酒
去
の
担
掃
を
ぬ

一恕

Y
R、
間
皿
問
者
か
み
ず
か
色
間
阻

り
か
え
、
九
八
四
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
一
を
勾
え
、
問
動
し
て
い
く
問
点
介
昆
μ

唱る

ス
・
オ
リ
ン
ピ
y

ク
に
向
け
て
、
大
き
一

4
阜
、
夕
、
ほ
り
が
略
ぜ
ち
れ
る
。

な
削
持
を
需
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
商
品
テ
ス
ト
宅
予
は
、
企
品
、
雑
問
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
て
い
わ
れ
ま
切
か
、
一
揖
鞭
f
d
と
の
化
学
時
間
宮
径
市
心
に
商
品

必
り
え
な
い
己
と
に
し
て
い
ま
す
。
出
高
一
楠
立
を
実
拘
レ
、
間
随
所
グ
ル
ー
プ
が

に
大
切
な
の
は
、
今
な
の
で
す
か
ら
」
一
商
品
テ
ス
ト
に
曹
加
す
る
こ
と
も
で
き

と

い

う

。

一

号

。

I
l
l
1
4
1
1
1
1
1
1
一
グ
ル
ー
プ
抗
聖
向
品
ア
ス
ト
室
、

一
印
刷
軍
用
り
利
川
に
は
グ
ル
ー
プ
賢
誌
が

「
I
l
l
1
1
1l
i
l
-
-
必
型
。
強
制
の
条
件
は
、
開
則
と
じ
て

一

事

応

一
一
①
拘
置
生
肩
の
費
定
と
向
上
を
は
か
る

一

の

開

-
一
こ
ど
を
目
的
に
し
た
丈
宅
問
主

一

者

デ

駅

グ
ル
ー
プ
で
品
吾
」
各
グ
ル
ー
プ
名

一

費

リ

中

祢
と
冊
諸

説

宮

内

議

員

の

一

肖

ト

一

遍

占

と

代

書

、

ま

た

は

押

賞

任

一
、

r

一
一
家
中
野
庶
民
で
者
己
と
。

一
会
聞
の
利
川
は
、
十
月
二
十
九
日
か

期
申
・
中
野
区
で
は
雨
間
評
判
セ
ン
タ
一
ら
だ
が
、
梢
阻
古
セ
ン
タ
ー
田
示
コ
1

!
と
商
工
合
凪
(
併
担
)
を
、
寸
月
一
ナ
1
は
十
日
一
十
七
円
。
刑
費
計
桐
曲

二
十
七
日
、
新
井
一
九

一
(
旧
崎
一
は
十
月
十
九
日
か
色
。

玉
釦
行
あ
と
)
に
聞
副
す
る
。
一
聞
い
白
せ
は
、
間
圃
荷
セ
ン
タ
ー

ω

同
区
世
所
の
一
断
に
渦
薗
百
コ
!
ナ
一
守
百
邑
〕
l
1
9
l
。

が
盟
吋
ら
れ
た
の
は
阻
相
円
1
七
一
な
お
、
開
聞
を
記
念
し
て
、
十
月
二

年
。
以
来
、
間
圃
ぷ
聞
阻
に
閉
す
る
間
一
十
七
日
3
十
」
月
一
一
回
、
区
内
一
一
十
あ

朝
や
賢
料
の
収
胆
と
促
世
、
梢
聞
記
引
γh
一
よ
り
の
梢
蝿
m
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
旧
宮
市

動
に
到
す
る
尉
の
田
川
問
、
間
闘
再
控
押
一
告
を
岡
セ
ン
タ
ー
で
柑
す
。

の
世
間
や
尚
歯
止
宿
に
閣
す
る
制
調
ば
一
十
4

月
E
白
か
色
主
同
に
わ
「
内
J
、

ど
、
間
間
者
主
閣
の
郁
げ
の
た
め
の
同
一
附
随
草
間
網
開
「
H
レ
の
m
H
文
化

闘
を
匝
閉
じ
て
き
』
句
一
シ
リ
ー
ズ
2
」
房
、
曲
工
合
端
室
で
行

新
し
く
醐
回
す
る
梢
問
者
セ
ン
タ
ー
一
う
。

年
間
地
球
化
学
研
究
町
に
山
り
組
ん

で
さ
た
。
特
に
水
困
、

十八
日
閣
の
山
間

物
質
を
温
う
研
究
と
両
作
脱
射
能
の
削

究
で
知
ら
れ
て
い
る

附
刷
二
十
七
年
に
，

rキ
ニ
の
氏
N

の
分
柿
で
何
川
丹
の

η刊
を
あ
び
、
-

一
軍
に
は
闇
京
大
?
化
学
科
?
、
タ
判

で
閉
め
て
聞
学
問
土
悼
を
咽
問
。
一
十

受
賞
者
の
横
顔

揖
捕
帽
子
さ
ん

(
エ
イ
ポ
ン
安
例
入

園
)
は
、
大
正
九
年
、
盟
副
牛
本
ふ
れ
0

1
八
年
に
帝
国
主
子
理
学
開
門
学
用

(
現
田
町
大
学
理
学
部
)
を
車
業
。
そ

の
世
民
的
庁
に
入
っ
て
、
以
米
コ
下
七

合理f-./'、裁斤同胃

エイポンスポーツ貰Jの増田明曹さん

， { '，tご
tナーふ
「エイボン葺拓買Jの排雅子さ九

はじめまじZ者減グモコンでヮた

ピ干・冗s7

国

理署
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す

+
る

ま

布
川

fJ

い

す

え

皇
国

崎
へ

う

る

ま

た

一
U

HM

よ

明

れ

二

4
2

越

み

の

〈

で

忠
品川

汚

肘

山

口

酬

務

副

ι私
1

叫
工

A

附

比

に

ι
蔓

で

然

し

お

邑
に

菌

自

勺

も

高
d

、
な

な

暮

工

---

J

屯

4c
a
e
作
ゆ

画
困

お
お
ド
骨
院

ト

‘

お

お

盟

三

4

，

人

大海、大空。

!I!三園劃買物庇可}

ビデオ前面の操作部分が取りはずせて、そっ〈りそのまま

ワイヤレスリモコンになる。三菱がピデオで初めて開発した

先進の機能です。離れたとニろから、軽快・確実にソフト

ワンタッチ換作ができます。
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き
た
ら
、
と
り
か
ι
え
で
く
だ
さ
い
と
い

う
，
し
る
し
H
で
あ
る
。

で
三
年
間
同
で
と
り
か
え
、
と
ヲ
え
れ
ほ

い
い
。
盟
光
灯
の
両
端
が
胤
ず
ん
で

(¥V=ワ yト1

グロープ

60W 

60W 

IOOW 

'50、v
'50、v

ろ

時

u月nu 
H
"
 

れ
れ
ゆ当適f

 
つあ

一
部
分
間
間
と
全
体
照
明
の
組
事
あ
わ
せ
心

は
、
部
凶
に
ム
1
ド
を
も
た
骨
昌
司
つ
え
乞

に
世
エ
ネ
に
な
る
と
い
う
こ
町
m
Y
助
副

大

が
あ
る
。
た
だ
、
富
に
明
暗
室
が
拘

あ
る
と
円
が
匝
れ
る
か
ら
ご
用
、
旬
開

器
同
町
置
び
方
も
大
田
な
こ
と
。
デ

・

ザ
イ
ン
、
仕
高
話
よ
く
、
光
を
よ
く

過
す
も
の
。
ち
ょ
っ
と
見
る
と
栴
好
が
惜
話
相
が
H
に
入
巴
な
い
よ
う
鼠
を
つ
が
、
明
畳
さ
は
捕
っ
て
も
、
饗
J
揖
揖

よ
く
て
も
、
か
さ
り
が
ゴ
テ
ゴ
テ
し
て
り
た
い
。
の
聞
は
両
じ
草
の
で
、
早
め
に
と
り
か

罫
主
く
週
さ
な
い
も
の
は
、
大
置
に
あ
た
り
品
開
亡
と
だ
が
、
間

k』
れ
え
た
万
か
か
え
っ
て
お
ト
ク
弓
蛍
光

不
唖
務
ι
。
眼
的
再
し
が
剛
単
で
何
時
の
な
い
ま
J
、
唱
し
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
灯
の
“
訴
は
、
一
日
五
時
間
つ
貯
た
と

り
し
吊
す
い
も
の
を
盟
ぶ
こ
と
。
闘
舶
切
る
己
弁

γ
ー
。

し

て

、

闘

世

隔

で

七

千

主

百

聞
問
。
と

の
一
の
開
園
電
力
。
H
A
叩
色
百
倍
以
上
部
附
が
大
き
い
か
ち
と
い
っ
て
一
力
し
に
く
い
も
の
だ
と
、
つ
い
、
お
っ
く
蛍
珠
山
日
は
匝
え
は
匝
う
ほ
ど
明
る
さ
り
か
え
の
一
時
同
は
孟
千
開
聞
く
色
い
が

も
つ
の
で
、
非
常
に
お
ト
ク
匂
た
だ
、
所
だ
け
に
や
た
ら
大
き
い
照
明
を
つ
甘
う
に
な
っ
て
手
入
れ
を
車
る
。
ほ
こ
り
が
減
っ
て
待
く
。
な
ん
と
な
く
も
っ
た
ベ
タ
。
理
府
蛍
光
灯
で
#
曲
五
千
時

蛍
光
灯
は
点
灯
が
聞
く
、
あ
ま
り
融
し
る
の
も
与
え
も
由
。
パ
l
プ
ィ
な
ど
の
の
つ
い
た
ま
ま
に
し
て
お
ζ
と
、
下
平
い
な
い
珂
が
し

τ、
と
E
と
ん
つ
か
な
問
。
と
り
一
が
え
は
-
一
一
千
六
百
時
間
く
ら

く
点
蝉
す
る
と
刷
む
の
で
、
田
か
い
防
長
黄
信
用
柑
金
悼
を
明
石
く
、
車
や
か
マ
一
十
d
l
!
骨
も
明
る
さ
が
低
下
く
な
る
ま
で
回
っ
て
し
よ
い
た
て
な
る
い
な
曲
用
ひ
ん
置
で
も
ち
が
っ
て
く

る
が
、
理
陪
で
二
年
く
ら
い
、
H
M
H
市

e

七
七

O
年
内
同
川
ト
九
日
、
本
山
哨
口
也

午
前
六
時
、
北
京
か
一
勺
一
円
ド
ひ
ろ
が
る

険
地
を
発
見
l
l
。
あ
の
キ
ャ
プ
ヂ
J
f

ク
ッ
ク
が
、
は
じ
め
て
i
f
-
-
ヌ
ト
ヲ
リ

ア
を
発
見
し
て
か
ら
、
ま
だ
わ
ず
か
に

1
0九
年
。
し
か
し
.
そ
の
殴
で
い
ま
、

作
献
の
よ
う
な
大
型
機
械
が
-
喉
に
一
一

億
年
を
鳴
り
か
-
え
し
て
い
る
の
ぞ
す
。

• 

ム
国[む

比、 イす

トイレなどの電灯の消し忘れはありませんか。

ちょっと部屋を出るときも手まめに消しましよう。

4QWの電灯を白日7時間消しぎすと、月lこ1.2kWhの節約
1こなります。
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60、v
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屯

時... 

一一喝

会TJt: 

十

月

二

十

一

日

は

「

あ

か

り

の

日

」

。

一

八

七

九

年

の

こ

の

目

、

エ

ジ
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
白
熱
電
球
が
発
明
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
百
二
年
。

科

学

は

日

ご

と

に

進

歩

し

、

家

庭

で

使

う

電

気

製

品

は

、

ひ
と

昔

前

に

は

想

像

も

出

来

な

か

っ

た

ほ

ど

豊

富

に

な

っ

た

が

、

H

あ

か

り

|

|

照

明

H

の

霊

安

さ

は

か

わ

ち

な

い

。

家

庭

で

使

う

霞

力

虫

の

約

二

割

は

照

明
。
冷
・
威
障
に
つ
い
て
第
二
位
の
座
を
占
め
て
い
る
。
季
節
も
ち
ょ
う

ど

H

灯

火

親

し

む
N

読

書

の

秋

。

効

率

が

よ

く

、

ム

ダ

の

な

い

、

上

手

な

照

明

の

使

い

方

を

特

集

し

て

み

た

。

1
1
1
M
M
m
m
l
斗

1
目

照
明
富
貝
を
か
え
吾
と
キ
「
あ
る
い
で
は
師
尉
の
大
さ
さ
に
あ
っ
た
悶
聞

は
、
新
型
や
改
揖
で
、
新
し
く
開
別
問

と
は
ど
の
く
ら
い
か
。
別
査
を
見
て
く

具
を
出
亭
と
宰
1
1
0
ま
す
U
し
た
い
だ
さ
い
日
間
じ
ワ
フ
ト
散
で
も
、
蛍
光

の
は
、
割
引
也
の
大
き
さ
に
あ
っ
た
明
る
幻
宇
H
開
晴
雄
で
は
、
ま
た
、
下
回
副即

売
川
車
に
時
K
九開
問
、
そ
し
て
、
剛
胆
し
て
い
る
の
と
、
お
お
わ
れ
て
い

部
屋
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
週
ぷ
己
る
の
で
は
、
ず
い
分
劫
串
が
ち
か
う
と

と

。

い

う

己

と

が

お

わ

か

り

だ

ろ

う

。

蛍

光

そ

の

意

味
を

生

か

す

灯
は
、
白
鼎
灯
の
一
二
分
の
一
か
ち
四
分

一一一
照

明

器

…棄

の

掃

除

一一一一一

照
明
器
H
の
開
制
は
マ
メ
に
。
汚
あ
る
の
で
坦
廿
吾
。

れ
や
す
い
と
己
ろ
は
一
週
間
に
一
世
マ
蛍
光
灯

有
伊
家
を
ひ
た
し
た

は
空
ぷ
き
、
四
週
間
に
一
置
は
水
枕
布
で
何
れ
を
屈
し
、
広
出
ぞ
う
き
ん
で

い
。
円
超
の
と
己
ろ
で
、
二
週
間
に
む
廿
ん
分
を
ふ
き
と
0
、
畦
い
て
か

一世
は
申
~
ふ
さ
、
八
掴
山
に
一
障
は
A
戸
」
り
つ
吋
る
。
市
砲
の
部
分
は
水

水
眠
い
房
T
|
。
に
つ
り
な
い
よ
う
買
を
つ
吋
る

ι

マ
ガ
ラ
え
の
器
具

水
ま
た
は
杭
耐
と
。

で

。

掃

除

し

た

あ

と

、

捕

れ

た

ま

ま

の

マ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

初

S
刊
園
町
七
盟
H
平
、
晴
れ
た
手
で
、
阻
り
つ
貯

吋
ん
次
令
、
。
瞳
い
批
嗣
は
壷
色
の
お
を
し
な
い
こ
と
。
よ
く
、
空
ぶ
き
し
、

ぞ
れ
が
あ
る
の
で
避
け
る
。
手
も
よ
く
試
く
と
と
。
柑
描
的
耳
石
」

マ
合
庖
聾
制
で
着
色
し
た
も
の
。

と

だ
が
珂
を
つ
け
て
守
り
た
い
己

r.

お
調
で
。
配
剤
は
藍
m
あ
お
そ
れ
が
弓

8 I .山
IP~ l.IlCiW x2傘

目 誕WxH区
10' 1 i!~1.I 10wx2. 

L 

ヤ面開盟

リ

3 

6 

一4
一様品開山
下
が
ア
メ
リ
カ
の
鉱
山
会
社

ユ
タ
社
や
地
必
恋
州
企
業
と
共
同
で
開

発
会
し
続
け
て
い
る
ク
イ
ノ
ズ
サ
J
ン
ト
州

ポ
l
i
v
J
地
区
は
、
世
界
厳
し〈
紋
の
鉱

脈
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
郎
の
二

倍
と
州
じ
〈
ら
い
の
広
品
。
そ
の
広
大

な
み
十
の
す
守
ド
に
、
岩
国
明
約
六
メ
l

つ
4
7

、ぃ

年白
書

4
E
i
-

p
り
-

第三置酌恒鞠認可

エジソンか

1
1明
る
さ
は
部
屋
の
大
き
さ
で

lij

「

用
途
や
雰
囲
気
に
気
を
配
る
し

。
二
悼
式
パ
イ
ロ

y
ト
ス
イ
y
テ

照
明
F
つ
い
て
い
る
と
ス
イ
y
チ
が
光

る
の
で
、
間
町
町
間
し
忘
れ
を
防
ぎ
、

古
エ
ネ
に
世
立
つ
。
従
来
の
ス
イ
γ
チ

と
而
単
に
空
揖
可
暗
。

。
ト
イ
レ
揖
責
ス
イ
ッ
チ

ス
イ
y
チ
を
切
る
と
照
明
は
す
宝
福

一
え
、
担
割
困
は
主
分
怯
に
臼
酌
的
に
止

ま
号
。
あ
と
伊
挺
珂
闘
だ
け
よ
わ
し

て
お
己
ろ
と
囲
い
、
ま
わ
し
て
い
て
つ

い
澗
乞
安
川
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
う

し
た
，
ム
ダ
M
表
的
け
す
る
。
す

覇醤醤擢

工1ら，:;

>1のi
1 商I
璽 f而i
;;n. :: -: -:守、ー
を---品 fz i:存:
量--知i
Z 三;争--
め Zi~f:::

ィ
l
l
{

ル
)
の
本
が

か
コ
マ
任
給
与

』
岡
4

き
た
私
の
だ
}
。
鉱
Ha

n

山
片
叫
帥
は
、
こ
と
も
今

げ
に
そ
う
d
H
ま
す
が
、
ひ

と
く
ち
P
T
低
年

E
い
つ
で

も
.
そ
の
{
山
叶
}
の
設
さ
を
実
感
す

る
の
は
ま
ず
が
可
能
で
す
。
れ
判
的

も
つ
は
か

η
し
れ
在

い
神
佑
じ
か
し
現

均
で
は
、
そ
ん
告
側
怨
を
勾
婦
に
吹
き

と
ば
す
よ
う
な
、
す
さ
ま
己
い
保
炭
風

後
一
が
展
開
在
れ
て
い
ま
す
句
切
り
羽
{
保

山
現
旧制
}
で
俳
裂
す
る
時
薬
会
詩
夫
掲

η

の
た
め
、
威
行
と
と
も
に
小
土
は

K
空

に
舞
い
み
が

η
ま
す
。
一
い
大
な
パ
ケ
ノ

ト
。
ド
ラ

γ
グ
ヲ
イ
ン
。
地
縛
き
を
た
て

て
心
り
ま

h
晶
一

O
O
L
I
ン
格
み
の
ト

ラ
y
ク
e
そ
し
で
、
紛
砕
機
‘
沈
成
仁
場
、

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
、
コ
ン
ト
口
i
ル

・
ル

ー
ム
。
近
代
妓
〆
M
b

術
的
枠
を
品
つ

4
・
・
冒
随
曙

z--

め
た
請
投
備
が
、

aa沼
aa団
a

・

少

数

附

鋭

的

ょ

や

ス

i

a

パ
ー
ト
に
よ
ヵ
で
巡
択
さ
れ

r

い
る
の
で
す
。
{
炭
抗
出
即
}
の
も
っ
、あ

の
f
メ
!
ジ
は
カ
ケ
ラ
も
あ
り
ま
せ
ん
a

|品
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省
エ
ネ
の
た
め
の
新
製
品
が
F
〉
¥
"
で
蛍
光
灯
の
M
A
ワ
点
と
さ
れ
る
点
灯
に
型
す

く
出
で
い
る
。
い
く
つ
か
を
嗣
介
す
る
る
時
聞
が
、
ぐ
っ
と
自
く
て
す
む
。

と
?
、

O
自
動
点
麗
器

〈〉
一
電
車
市
世
耕
持
引

門
灯
や
出
圃
灯
な
ど
に
多
く
慣
わ
れ

電
時
ソ
ケ
ッ
ト
彩
第
の
ま
耳
慣
問
、
昨
る
。
周
囲
の
明
附
に
よ
っ
て
円
動
的
に

は
楢
政
不
の
圭
ぷ
の
世
光
灯
。
白
酷
樫
点
叫
す
る
の
で
、
問

KL串
れ
を
防
止
す

聞
の
甜
耐
の
ま
ま
で
世
光
灯
が
つ
か
え
る
。

高
。
開
園
屯
力
は
白
鼎
市
却
の
三
分
の

O
圃
光
器

t
H
申
は
空
間
以
上
1

援
の
明
歪
墨
掴
瞳
出
来
る
ス
イ
y

or一夜
a
R
尭
光
陪
蛍
祥
訪
日

チ
。
既
腔
の
ス
イ
P

チ
と
圃
叫
に
空
関

占
、
曜
、
ぬ
担
畏
の
ピ
ー
ク
を
聖
で
き
。

す
る
己
主
に
よ
っ
で
、
色
が
よ
り
閏
院

に
見
え
、
明
る
文
愚
が
ア
ッ
プ
す
る
も

。
瞬
時
点
灯
階
堂
券
灯

が幅'=.;.1

瞳語麗量畠鋤

豊富瞳盟

糸
川

会最 f、議F子酒宵

い
判

東
京
電
力
株
式
会
社

資
料
提
供

ッ
ク
ス
社
で
力
タト。

セ
リ
フ
も

一部

ダ
ビ
ン
グ
し
な
お
し
た
匝
嗣
版
(
二
時

間
四
十
一
分
)
が
金
川
ト
界
的
に
公
開
さ

れ、

ukや
で
も
一
九
六
四
年
に
公
開
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
内
1
眠
さ
れ
る
フ
ィ

ル
ム
は
、
カ
ン
ヌ
映
画
堕
に
出
晶
ξ
れ

た
イ
タ
リ
ア
一
栢
オ
O
Yナ
ル
瞳
付
句
盟

拙
版
で
カ
タ
ト
さ
れ
た
い
く
つ
か
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
回
国
さ
れ
て
い
る
の
は

H
出
せ
な
い
と
こ
ろ
。

原
作
は
、
シ
チ
リ
ア
の
圃
臣
、
ノ
ぇ
ゼ

ッ
ベ
ト
マ
i
ツ
デ
イ
ラ
ン
ベ
ド

ゥ
l
サ
(
一
八
九
云
3
一
九
吾
告
。

死
の
前
年
に
完
叫
し
た
毘
刷
小
説
で
、

一
九
丘
八
年
の
初
版
は
わ
ず
か
三
口

6

0
酷
だ
っ
た
が
、
半
年
で
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
り
、
百
同
で
翻
訳
セ
ら
れ
て
い
る
。

出
回
は
、
本
大
公
m
y
ト
ン

・
フ
ァ
プ

リ
ツ
ィ
オ

・
サ
リ
1
ナ
公
酎
に
パ
l
ト

・ラ
フ
ン
カ
ス
タ
!
、
新
し
い
時
代
を
量

醐
す
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
ク
ラ
ウ
一
ア
ィ

y
'カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
レ
と
ア
ラ
ン

・ド

ロ
ン
、
新
開
閉
腕
の
地
手
で
に
は
パ
オ
ロ

-
ス
ト
γ
パ
、
公
由
州
人
に
は
リ
1
ナ

・
モ
レ
リ
、
他
に
ロ
モ
ロ
ヴ
ァ
リ
、

イ
l
ず
e
ガ
ル
ラ
!
-
一
、
ピ
エ
ー
ル

・
ク
レ
マ
ン
テ
ィ
、
ジ
ュ
リ
ア
!
ノ

・

ジ
ェ
ン
マ
、
オ
ッ
タ
ピ
ア
・
ピ
ゥ
コ
ロ

な戸、門出
掛
は
、
イ
タ
リ
ア
の
現
代
を
向
車
目

す
る
ニ
l
ノ
ロ
l
タ
。
公
闘
が
ア
ン

ジ
ェ
リ
力
と
削
る
ワ
ル
ツ
は
、
ア
ュ
ゼ

lTf """ '0("ァ・・・
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国壬~

ン一
園

、
ン
迂

h
必

ず

日

約

…麟
山
ノ
・
蹴
巻
貴
圧

山
猫

ニ
の
山
か
ら
、
い
ま
均
汗
-
下
万
ト
ン

も
の
泌
料
提
が
れ
宇
へ
向
か
つ
で
い
ま

す
。
そ
れ
は
日
本
の
川
町
料
炭
綿
入
涯
の

L
月
に
あ
た

η
ま
す
。
〈
可
業
の
コ
メ
)

と
い

h
れ
る
紋
。
そ
の
鉄
を
i
ン
つ

く
る
の
に
、
行
慌
が

O
、
ヒ
ト
ン
必
嘗

な
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
版
科
従
何

倍
州
問
は
、
仲
間
鍋
業
界
の
出
問
廷
を
ト
呈
ト
打
せ

る
と
い
A
ま
す
3

資
跡
の
長
期
安
定
供

給
を
め
ざ
す
:
誕
帰
京
に
と
っ
て
、
こ

の

A--億
年
〉
的
発
御
は
.
ま
さ
に

{
転
車
〉
の
先
開
酬
を
慰
昧

rる
と
い
え

る
の
て
4

・9

〉
一

一
九
六
↑
一
軍
カ
ン
ヌ
映
剛
棋
で
グ
ラ

日

一
ン
ブ
り
電
話
、
世
属
社
舎
の
州
聞
と

富

一
見
房
届
い
て
は
右
に
曲
る
者
が
な
い
と

、

一
君
わ
れ
る
ル
キ
ノ

・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

υ一
島
田
代
書
「
山
描
聖
位
す
る
。

一
こ
の
幌
回
は
、
完
成
『
時
、
伊
軒
町

旦

憶

を
持
つ

3リ
カ
一
干
聞
記
フ
埠

O
一
2
一
月
一
O
一

4
E
一
年
一
6
 
5
 
nu 

z
a
T
 
昭

知
っ
て
ほ
し
い
と
こ
の
本
主
主
や
と
で
、

V
障
に
ず
陣
を
圃
ね
た
が
軍
事
在
掃
っ
て
い
る
だ
け
に
、
姐
呪
ま
れ
、
封
働
興
お
盟
動
か
ち
闘
が

め

た

。

つ

い

に

醒

摘

し

た

り

、

た

ま

に

い

い

し

た

ノ

ン

・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
し
て
聞
か
れ
、

N
理
削
'
の
な
い
社
告
を

こ
の
配
中
を
醜
ん
で
占
ず
一
間
ず
る
売
に
型
高
れ
て
も
先
だ
た
れ
た
り
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
。
っ
く
歪
メ
」
活
断
す
る
間
人
的
ケ
ー

の
は
、
よ
く
も
、
こ
れ
だ
け
書
い
た
、
。
オ
ー
バ
ー
で
な
く
、
T
U
障
の
理
ア
イ
ヌ
の
女
性
た
ち
の
ナ
マ
の
ス
が
出
て
い
る
の
b
、
己
れ
か
ち
の

と
安
略
克
に
十
九
人
の
ア
イ
ヌ
制
、
と
し
か
い
い
去
J
の
な
い
人
生
々
克
障
の
主
宵
宮
市
そ
う
と
ー
あ
り
宵
童
議
し
て
い
る
去
ノ
に
闘

の
女
性
た
両
め
↓
生
が
問
概
さ
れ
て
は
の
て
品
る
。
「
韮
別
旨
ほ
何
か
、
常
に
車
型
な
聞
き
胃
さ
が
な
さ
れ
て
え
る
が
。

い
る
。
そ
し
て
そ
の
二
生
N

白
日
本
人
と
は
何
か
を
い
や
で
も
符
え
い
る
が
、

k
顧
問
な
亨
毒
担
T

え
一
U
特
わ
り
に
婦
別
帯
同
伊
と
し
て

何
と
届
し
く
重
い
と
と
。
許
供
の
己
さ
せ
ら
れ
る
。
に
し
て
い
る
た
め
、
曲
者
の
す
べ
て
中
学
一
年
生
の
女
性
症
の
文
一
市
村
山
、

ろ
か
白
シ
ャ
モ
(
ヤ
マ
ト
凶
距
)
に
H
H
H
H
H
H
H
H
M
M
H
H
H
H
明
文
の
事
お
什
邑
れ
て
い
る
が
、

ア
イ
ヌ
、
汚
い
、
ク
サ
イ
、
イ
ヌ

3

t
t
〆

'
L
2
晶、
=ァ
r
二

1

こ
う
し
た
「
差
別
」
が
遣
い
官
の
こ

と
い
じ
め
ら
れ
亜
却
系
、
貧
し

ほ

m

I

L

く
司
旦

L
川
崎
」
占

C
寸

メ

と
だ
付
で
吾
、
、
い
ま
国
産
相
、

く

、

ろ

く

な

輔

も

な

い

。

陪

M

閉

し

て

行

わ

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

に

、

胸

も
、
友
と
も
に
一
夫
一
M
で
パ
パ

ア

イ

ヌ

の

女

性

四

人

の

一
生

を
刺
さ
れ
る
思
い
が
す
る
。

札
皇
H
P
」
い
う
人
も
ほ
と
ん
£
い
J

「
h
y
世
民
脹
」
の
問
岨
な
ど
開
制

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
に
什
ぎ
て
い
る
本
州
の
日
本
人
た
ち

非
常
に
世
団
居
間
料
開
だ
が
、
あ
に
は
町
み
と
れ
な
い
の
で
は
z

と
に
ぜ
ひ
一
副
彩
す
す
め
た
い
。
払
た

ま
り
多
く
の
ケ
l
ス
が
の
り
す
J
T
目
、

Z
」
こ
ろ
も
あ
づ
唱
た
と
え
ば
、
ち
の
心
の
閣
に
ひ
そ
む
坦
別
盟
隅
l

い
て
、
4

つ
一
つ
の
把
叫
が
さ
c
っ
夫
町
乱
弱
、
府
開
。
差
別
さ
れ
し
い
明
鮮
間
嶋
田
満
開
岨
、
そ
レ
て

ば
な
の
は
(
な
急
事
長
制
な
い
が
た
げ
り
れ
た
日
惜
の
う
っ
屈
し
た
団
側
売
毛
由
の
国
民
な
ど
に
対
す
る

)
山
間
企
寸
匂
一
崎
、
一
間
が
百
世
間
か
ち
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
こ
叫
い
あ
が
り
は
ど
に
つ
い
て
、
一
つ

以
上
の
ス
ト
ー
リ
!
に
な
り
そ

iZ悼
と
闘
争
中
、
同
分
た
ら
毛
n
円
本
一
つ
問
い

πし
て
み
る
さ
っ
か
け
に

人
u
で
あ
る
こ
介
添
H
-
小
そ
う
と
、
単
は
る
だ
天
ズ
ノ
(
北
両
辺
女
性
町
研
究

ん
で
、
市
阿
や
u
z
d
援
に
竹
っ
た
担
内
発
行
。
市
町
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

ど
の
記
起
も
あ
ち
己
ち
に
山
て
く
る
加
価
手
八
百
品
十
円
。
送
料
一
吋
L
E

が
、
そ
れ
が
何
を
向
、
味
す
る
の
か
1
1
門
を
つ
吋
て
駈
円
山
川
一
八
一

。
哨
む
も
の
に
は
読
み
と
れ
る
し
、
丘
北
耐
泊
火
糾
H
m
v
而
究
会
何
回

一
m
M
世
に
、
す
ば
岳
し
い
十
人
に
出
時
f
V
で
叩
し
込
む
こ
と
、

蓋帽 の続

=;女jt
善雪 点空 ちた海道

× 

グ
キ
)
は
、
部
か
に
宇
一

νを
い
だ
い
て

、-」。
L
V
T
 
パ
ル
レ
モ
手
ほ
、
ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
将

車
と
、
プ
ル
ポ
ン
王
党
軍
少
あ
市
出
醐

が
融
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

ド
ン
フ
ァ
ア
リ
ツ
ィ
オ
は
、
非
常

明
世
を
よ
そ
に
、

一
草
炭
あ
げ
て
ド
ン

ナ
フ
ガ
!
タ
村
に
品
吾
耐
邸
ド
卓
動
す

る
。
タ
ン
ク
レ
一
7
4
は
、
市
由
軸
で
片

什
を
臼
悔
し
た
が
、
同
気
で
活
路
な
判

栴
も
宜
わ
A
ず
、
一
行
に
加
わ
っ
て
い

た。
付
砂
あ
げ
て
の
歓
迎
に
こ
た
え
一
、
公

町
出
で
、
院
建
告
が
聞
か
れ
た
。

そ
の
耳
障
、
J

汚
名
ピ
ロ
l
ネ
神

父
が
、
コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
が
タ
ン
ク
レ
デ

ィ
と
の
こ
と
骨
公
闘
に
汀
し
会
岬
た
い

と
J
っ
て
占
た
E

し
か
し
、
公
聞
は
、

野
心
に
あ
ふ
れ
、
削
車
日
唱
な
タ
ン
ク

レ
一
T
J
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
大
金
師

向
ポ
町
才
H
A
喚
問
却
な
担
で
、
お
よ
ほ
し
い

コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
で
は
な
い
と
、
羊
あ
闘

い
を
時
ι入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ

ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
押
川
市
〈
ジ
ュ
リ
ア
1

ノ
ア
ェ
ン
マ
〕
の
車
い
る
#
シ
ャ
ツ

院
が
マ
ル
廿
フ
に
ト
庫
、
プ
ル
ポ
ン
王

朝
の
正
政
に
耐
え
か
ね
で
い
た
シ
チ
リ

ア
に
刷
所
肢
の
日
が
や
っ
て
さ
た
l
l
。

ド
ン
フ
ァ
プ
リ
ツ
ィ
オ
(
パ
1卜

・ラ
ン
カ
ス
タ
ム
霊
コ
喜
守
る
サ

リ
!
ナ
公
冊
家
は
、
シ
チ
リ
ア
に
世
十

代
に
及
ぶ
服
史
を
持
つ
名
門
で
、

N

山

相
M
e
震
市
と
し
て
い
弓

M
刊
の
あ
る
日
、
佐
で
H
仁
の
死
体
が

期
日
さ
れ
、
友
人
の
マ
ル
ヴ
ィ
l
ロ
公

国
か
ら
の
、
ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
(
門
y
a
リ

ア
l
イ
ジ
ェ
ン
7
)
市
上
両
し
「
の

で一

JKで
且
瞳
す
る
と
い
う
予
寂
が
M

け
巴
れ
た
。

サ
公
団
の
町
タ
ン
ク
レ
デ
ィ
(
ア
ラ

ン
・
ド
ロ
ン
)
は
刷
買
で
J
智
与
ふ
れ

る
h
zで
、
公
師
沖
惜
し
介
め
ほ
か
愛
し

て
い
た
が
、
ガ
リ
パ
ル
ヂ
ィ
の
率
い
る

昨
シ
，
ツ
障
に
人
障
し
て
し
去
っ
h
匂

そ
ん
怨
タ
ン
ク
レ
デ
ィ
に
、
公
開
の
見

失
コ
ン
チ
ョ
ッ
タ
(
ル
チ
フ

・
モ
ル
ラ

× 

事
鋭
利
は
、
北
師
道
女
性
世
研
究
会

争
下
窄
布
。
五
年
間
「
北
拘
置
の
女
た

ら
」
春
血
服
し
た
が
、
今
牢
の
夏
、

N

全
国
女
性
臣
の
蝿
い
M
が
出
川
で

持
た
れ
た
の
多
国
帽
に
、
北
向
泊
の
先

行
民
位
、
ア
イ
ヌ
の
女
性
白
笠
さ
方
、

d

一

a

-

菱
商
事
は
、
倣
界
一
を
代
ド到
す
る
総
合

溺
社
と
L
て
、
そ
の
険
制
汁
的
宇
品
川
知
機

能
、
間
門
肺
門
的
日
間
か
ら
生
ま
れ
る
昔
日
融

機
能
、
そ
し
て
、
約
源
開
品
川
や
H
A
M四
途

l

聞
の
同

.7、
"
と
い
吋
た
火
聖
ブ
口

γ

ム
ク
ト
的
実
削
引
を
は
か
る
力
強
い
オ
1

ガ
ナ
イ
ス
出
問
機
に
と
ワ
て
、
広
い
淵
内
野

の
も
と
に
、
通
点
間
-
削
附
持
A再
H
H
と
し
て
の

仙
山
命
全
浪
允
し
た
い
と
時
え
て
い
宮
十
z

グベ

・ヅ
z
ル
ヂ
ィ
の
本
刊
丙
の
曲
で

ある否。また
、
↓
十
。
八
日
の
出
臨
時
聞
を
か

け
、
俳
恒
二
十
人
の
ほ
か
エ
キ
ス
ト
ラ

一
三
人
が
曹
団
帽
す
る
隈
圃
の
約

一分

の
岸
」
占
め
る
縄
開
会
シ
ー
ン
は
圧

昌。
八
胸
間
〉

一
八
六

o
t五
日
。
イ
タ
リ
ア
の
杭

と
組
ぜ
吾
H
閉
す
リ
ソ
ル
ア
メ
ン
ト

の
悶
は
、
シ
チ
リ
ア
に
も
止
ん
で
い
た
R

(3) 
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み
そ
汁
を
飲
ん
で
い
る
人
は
飲
ん
で
な
い
人
に
く
ら
べ
て
、
胃
ガ
ン
や
心
臓
肝
臓
包
痘
気
が
少
な
い

l
ー
と
い

う
翻
査
が
震
近
の
笠
宮
で
発
表
さ
れ
て
靖
嬰
」
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
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〈火曜日〉

|争鑑樹齢I日産の最新FF

目窟の意欲作。FFはいま、高級車ヘ。
最新のFF;話i品ぷお:z詑む:2詑::;立?2;2お2r沼?FF右仇f九らではの走行性能 e句哨仰帆6白帥蜘仰5俳拘k匂Eもωの巾判州州1体榊附事例'
Jパごヅテ!トト以外lは孟幻F析1ftたJによ設立at，FF新H時年{代tへ日i産茎の会心心‘{作乍です丸@ イヒ<Co=0，3潟8(5トフ)とιLう驚3兇兇耳耳iの2笠〉巨幻:ゴl力Jt特与件カが'LもνfたJらすt抜主E群Fの ロ一トド，γグリツプを示すストラット式の四給独立懸架。直進性人

í~，'j .i主性自It.しかも中低i車トルクの1:.!J.:('，Jj聞も凶も絶品ですL コーナーでの方向安定性備をみないほどの素晴しきでt

FFプラス新型CAエンジン件ツヵー並みの . 

232;訂以1233Z 未来派家族の
FFならて1立の燃費の良さなん川モード制
14.5km/e (;1愉省審査!直16∞出4述、 5迷フロア)。 しか
も6Okm/h定地A行燃rl(連綿省局:Hfl直)では25.2km/e
06∞田5速7ロア1!30kgも軽説化したCAエンジンの威力です。

FFならではの広い居住空間 円化による

スペース改善分はすべて、をIAJcトランクに。後期日喧席113人

がけでゆっ.f~IJ;iをI中 I!せますLトラ〉ザに，.t.~'j\l?，I'('，ッグが5つOK。
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⑤相模湖ピヨ=::I~:;こJド i
神奈川県津久井郡相槙湖町若柳〒199-01 TEL04268(5)竹刊附 ・・園田園・園田掴園回目聞聞田園田園--_.
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入園制〈一般〉大人800門中学生600円小学生・幼リ~500門

〈団体〉大人600円中学生300円小掌生・幼児200円

.4才未満無料，4才以上田未就学鬼が幼児.

・団体mい1130人以上。
11.科(一日一回)・普通車・経四繍 500円・大型パス
1，000門 .マイクロパス/700門 ・オートパイ 20日門

"・時間午前9:00-午後5:00 

体・日毎週火曜日 t: t~ L" 3(文化の日)は開園

変通のご案内

〈電車〉・国鉄中失線 相模湖駅下車パス 10~ ・国銀

欄浜線・備本駅下車パス40分

〈自動車>e中央高速相機湖東出口専用からHト ・車
名高速厚木インターチェよジか勺30分 ・嶋本か勺25分

く遊覧車船>e相棋湖駅ー遊覧船乗町喝徒歩l日分、乗船
時間10分、関川犠橋ーピクニ yクランド徒歩10介

-歪餅書

@ 

中央・・."

湖を眼下に、山なみはるか・・・・・・。天と地の問に

大き〈広がるく相様湖ピクニックランド〉。

-・・.4iI:Õ量・悪宣ゆE釦~.~~~1ajn，:~，

10月11日(日) 18日(日)

②歌鴻投球宏文況な二ゴ三之本委
11月1日(日)蕪1，I，j大企り場合l.tllfl3日(文化の川

-Ir=li.]並師長田笥置であ冨絹=;-抑~l重11:.'圭展望

芝生の広場しそれをtりまくたくさんの樹木。

のんびりと草をはむ牛や仔馬たち。

もちろん、四季の草花が咲き乱れ、

昆虫たちも遊びます。

ご家族づれ、迷足、校外授業、ク。ノレーフ1舌重tJ、

社内レクリェーションなどに、どうぞ。

?ファミリースポーツ大会

@ 

加η

-・・・・・・圃・・・・・・・・・・

多キ
B竺、
• 15. 

‘薗値目闘薗園田園田・


